


































































3. 1. 1 用例
①ところが、わたしといえば、大部分、わたしのでない多くの財巌を、せおわされて、








ならぬことだった。(野口富士男f流星抄」 作品役 1979) 
也実際 日のlI:い方へのインタピュ は 相手の方のロの盆きの何千倍も主主重ども
のなのです。(広瀬久美子「女の器量はことばしだいj 新潮文庫 1987) 
⑤「もう傍られたほうがいいですよJといいにきた。いろいろ気を遭ってくれるのは
ありがたいが、好意もたぴ!Iiなると、かえって気が重くなる。「いいんだ、ベL配しない











待されたある少女の物路 j 早川書房 (996) 
⑨もちろん そういう危険をかい<<って関係を続けることによって、さらに機える
郷分もあるので、それ自体 必ずしもマイナスとはいえませんが、その緊張む度重な
ると矢が重〈 疲れてもきます。{渡辺淳一f男というもの』 中央公鎗社 1998) 
⑬いや、 宇しなんて。ぞれより 私は気が!Iiいんです。餓きんの無実が証明される
と、 lRAが活気づき ASAに弔い合吸を仕働けるに決まってる (勝鹿北皐
(3) 
TMASTERキ トン 6巻j 小学館内岨)
。本当のところ、実加は、気がliかったのである。母が戻って来ても、父と果して蛤





かりだっただけに 「また公薗デピz は仕切り直しかjと恩ろと 本当に気が量い日々
が続きました。でも、いざ住んでみて感じたことは 「案ずるより生むがやすし」。近所
は観切な方が多〈、右も左もわからない私や娘に色々教えてくれるのです。([朝日新
聞J 朝日新聞社 1999.12.31) 





















































なる。(r中国新聞l 中国新聞社 1999.6.13) 
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